
PICK UP：女性部会

税を考える週間 ファミリーコンサート

「食品ロス」「食品ロス」のの削減削減にに
取り組んでいます取り組んでいます

今回は、マリンバ・パーカッションデュオ Pulse Du
（パルス ドゥ）さんをお迎えしました。Pulse Duは、福井
県立武生東高等学校出身の先輩・後輩で、プロ打楽器奏
者の平岡愛子氏（洗足学園音楽大学卒業）と山崎智里氏

（愛知県立芸術大学大学院首席修了）のお二人で結成さ
れ、福井県内を中心に活動されています。

女性部会矢田寿代部会長の挨拶で始まったコンサート
では、テンポの良いクリスマスソングやクラッシックの
名曲、なじみ深い歌謡曲など、幅広いジャンルの曲が披
露されました。ポップな曲は、皆さんの手拍子と共に楽
しく軽快に、しっとりとした曲では会場全体が音の魅力
に引き込まれました。

第２部では、なんとマリンバに加え、ドラムやシンバ
ル、鈴などの楽器も登場！ たくさんの楽器を小さな体
のあらゆるところ全身で、リズミカルに演奏される姿に

「会員同士の出会い・交流」また「提供されるお料理」も一期一会で
あることから、全法連女性部会では、食品ロス削減に向け、「一期一会
（1

いちご

5・1
いちえ

0）のすすめ」をスタートしました。啓発用三角柱POPを宴会会
場で配布し、交流を楽しみながら食品ロス削減にも取り組んでまいり
ます。

は圧倒されました。ユニット名のPulseとは鼓動・拍な
どの意味を持つということで、曲に込めるお二人の情熱
がピッタリと合い、会場は大きな鼓動と笑顔に包まれた
90分間となりました。

今回使用されたマリンバは、本社・工場とも福井県内
にある日本有数のマリンバメーカーで作られており、「福
井県出身の自分たちが、福井県を拠点に演奏することで、
福井県産マリンバの魅力をもっと広くたくさんの方々に
知ってほしい」との熱い思いがとても印象的でした。

演奏会場への移動ごとに細かく分解、組立てが必要な
大きな楽器の「マリンバ」ですが、たくましく笑顔で作業
をこなし、生き生きと演
奏する姿を魅力的に披
露下さったお二人！ 今
後の益々のご活躍をお
祈りいたします。

【参加者の声】
•マリンバの演奏は普段なかなか聞けないのです

が、オーケストラを聴いているような迫力があり、
とても素晴らしかったです。

•マリンバの音色はやさしくも力強く、二人の息の
合った演奏に感動し、心が洗われると同時に心い
やされるひとときでした。

•楽器「マリンバ」についての説明が興味深く、二人
の楽しそうな表情から元気をもらえました。

開催日  令和7年12月2日
会　場  プラザ萬象 小ホール
内　容  音も心も弾む♪ マリンバコンサート
演　奏  マリンバ・パーカッションデュオ
　　　　Pulse Du（パルス ドゥ）
参加者  62名

矢田部会長 平岡さん(左)と山崎さん（右）

公募期間  令和7年7月22日～8月29日
応募総数  敦賀市内小学校全11校の5・6年生から812点
審 査 会  令和7年9月9日
審 査 員  審査委員長

 新世紀美術作家協会会員　谷口  さやか 氏
 審査員
 敦賀税務署長　新矢 充 氏
 敦賀税務署 法人課税部門統括国税調査官 山口  修平 氏
 女性部会役員、敦賀法人会会長、広報委員　計10名
入 賞 数  最優秀賞、敦賀税務署長賞他　合計29点
学 校 賞  敦賀市立東浦小学校
表 彰 式  令和7年10月17日

 敦賀市立中央小学校　最優秀賞他　計4名 
 敦賀市立中郷小学校　敦賀税務署長賞他　計4名

敦賀市内の小学5・6年生を対象に「第15回税に関す
る絵はがきコンクール」を開催しました。当コンクール
は、国税庁をはじめ、敦賀市、敦賀市教育委員会のご後
援を頂き、各小学校、関係諸機関の方々のご尽力によ
り、租税教育活動として定着していますこと、心より感
謝申し上げます。

今年も多くの作品が寄せられた中、厳正な審査により
学校賞1校と入賞者29名を選出し、10月には上位入賞
者の2校を訪問して表彰式を行いました。入賞者には賞
状と副賞を、応募者全員には、学校を通して参加賞をお
届けし、生徒の皆さんの元気な笑顔に触れることがで
きました。入賞作品はタペストリーにして、敦賀市内金
融機関や公共機関、各小学校を巡回し展示を行っていま
す。2月以降の確定申告期には、敦賀税務署や敦賀市役
所で展示しますので、是非お越し下さい。

審査会の様子

表彰式（中央小）

最優秀賞授与

表彰式（中郷小）

敦賀法人会女性部会

第15回 
税に関する絵はがきコンクール

第15回展も、小さな画面に描くことが
難しい中、内容の大きさと表現の強さを
感じられる質の高い作品が多く寄せられ

ました。技術的にもサインペンやマーカーなどを使い分けるこ
とで、描く人の心や気持ちを強くはっきりと感じとることができ
ました。「税」に対する理解と認識を深めるよい機会となる素晴
らしいコンクールになりました。

谷口 さやか
審査委員長

総評（抜粋）

主　管  南越法人会女性部 　 開催日   令和7年10月1日
会　場  サバエ・シティーホテル
参加者  94名（当会より12名）

福井県法人会連合会女性部会連絡協議会では、県内
女性部会の交流を図るため、毎年もちまわりによる研修
会を開催しています。今年は、南越法人会主管の研修会
に、敦賀から12名で参加しました。第１部のオープニン
グでは、法人会理念の唱和があり、南越法人会部会長か
らの歓迎のお言葉、福井県法人会連合会 女性部会連絡
協議会会長と武生税務署長のご挨拶のあと、活動報告が
ありました。第２部は、福井電子納税プロジェクトにつ
いての講義と、お茶を頂きながらの交流の時間が設けら

れました。第３部の江川真理子さんのリサイタルでは、
迫力のある歌唱に感動し、楽しいトークでは終始会場が
笑い声に包まれていました。主管の南越法人会女性部の
皆様には大変お世話になり、ありがとうございました。

江川真理子さん

2/2～3/31 敦賀税務署 4Ｆ 確定申告会場
2/16～3/31 敦賀市役所 1Ｆホール 確定申告会場

タペストリー
今後の展示日程

福井県法人会連合会女性部会連絡協議会　令和7年度 研修会 息ピッタリ！
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e-Tax
メリット
たくさん♪
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活動報告
Activity report

敦賀市長　米澤 光治 氏

若狭町長　　　　渡辺 英朗 氏
若狭町議会議長　熊谷 勘信 氏

美浜町議会議長　川畑 忠之 氏

敦賀市議会議長　中野 史生 氏
副議長　　　　　川端 耕一 氏

美浜町長　戸嶋 秀樹 氏 意見交換の様子

実施日  令和7年11月14日・21日
実施者  会　　　長　家髙伊知郎

 担当副会長　加茂  直人
 税制委員長　谷口  清治
提言先  敦賀市長　　　　　米澤  光治 氏

 敦賀市議会議長　　中野  史生 氏
 敦賀市議会副議長　川端  耕一 氏
 美浜町長　　　　　戸嶋  秀樹 氏
 美浜町議会議長　　川畑  忠之 氏
 若狭町長　　　　　渡辺  英朗 氏
　 若狭町議会議長　　熊谷  勘信 氏

全国法人会総連合では、公平で健全な税制の実現を
目指して会員企業の意見や要望を反映しながら、税の
オピニオンリーダーとして税のあるべき姿や将来像を
見据えて、全国440全ての単位会が、政府・政党・各関
係省庁等に対して建設的な意見を提言しています。

当会でも、税を考える週間にあわせ、敦賀税務署管内
すべての市町を訪問し、提言書を手交しました。税制に
関する要望、地元経済の現状と今後の課題、継続的な魅
力ある街づくりの必要性などについて、貴重な意見交
換の場となりました。

令和8年度
税制改正に関する
提言の要望活動
主催：税制委員会

「令和8年度提言
の内容について」

税務税制
研修会

研修委員会では、北陸税理士会敦賀支部より税理士先
生を講師にお招きし、毎年４回セミナーを開催していま
す。第２回では、令和７年度税制改正による各種控除、
減税などへの影響や所得控除をはじめ、企業年金・個人
年金制度を活用した資産形成など多様なしくみについて学
ぶことができました。

第３回・第４回では、２回にわたり、令和７年度の年
末調整についてご講義いただきました。本年の年末調整は

「基礎控除」や「給与所得控除」の見直し、「扶養親族の所

得要件」の改正、「特定親族特別控除」の開設など変更点
が多いため、経理担当者は必要書類の配布、早期回収や
聞き取りが必要との説明がありました。

第４回は前回に続き、年末調整についての疑問点や改
正箇所を再確認し、書類の書き方を交えながら詳しくご説
明いただき、前回の復習を兼ねての参加も多く、有意義な
研修会となりました。後半では、ふくい電子納税推進プロ
ジェクト事務局より、便利な電子納税の導入から利用方法
までをご説明いただきました。

主催：研修委員会

開催日 （第2回）10月2日 （第3回）11月5日 （第4回）12月1日
会　場 ニューサンピア敦賀 気比の間

演　題 ライフプランと
自己防衛

「またこの季節か…」と思っ
たあなたへ！令和７年度の
年末調整の事など…

第1部
「年収の壁 崩壊！ (ではなく見直し)
今年の年末調整は大変ですよ‼」

第２部
電子納税のメリットと利用方法

講　師 岸本 誠 氏 幸柳 浩規 氏 橋本 佳和 氏 ふくい電子納税推進プロジェクト事務局
参加者 17名 31名 38名

第2回　岸本先生 第3回　幸柳先生 第4回　橋本先生 第4回 ふくい電子納税プロジェクト

開催日  令和7年10月9日
行き先  大阪・関西万博
参加者  27名

主催：厚生委員会
令和7年度 会員ふれあい研修

西口ゲート前にて集合写真

パソナ館大屋根リング

主催：総務・研修委員会

11月度役員会・税を考える週間
記念講演会

参加者の声
●姿勢・表情・歩き方などをちょっと変えれば、

自然とメンタルが動き、自分自身を変えられる
と気付かされ、心が軽くなりました。
●外見のイメージが強い「美」には、内面も深く関

わっていると知ることが出来ました。
●自分の在り方を作るために、どんどんプラスの言

葉を発して行動するところが印象に残りました。
●感謝の気持ちで思いやりを持ち、内面を磨いて

いきたいと思いました。
●自分がどんな人間でどんな人生を歩んで生きた

いかを考えるきっかけになりました。

11月度役員会では、家髙会長の挨拶に続き、新矢敦賀税務
署長よりご挨拶と税を考える週間行事の報告を頂きました。続
いて、委員長部会長より各委員会の活動報告等がありました。

税を考える週間記念講演会では、10代後半よりタレント
活動をされ、2010年度ミス·インターナショナル日本代表、
世界大会４位受賞の金ヶ江氏をお迎えし、自身の生い立ち
や生き方を交えながら、人が自分に自信や希望を持ち、ウェ
ルビーイングに生きるための道とは…などご講義をいただ
きました。また、大阪関西万博では、パソナパビリオンにて
VIPアテンダントやアテンダントの接遇教育業務を担当され
たこともあり、人のつながりの深さや日常で忘れている大切
なことに気付かされたそうです。隣席の参加者同士での意見
交換や、良い姿勢の作り方のレクチャーもあり、自分を見つ
め直すきっかけとなる大変有意義な講演会となりました。

開催日  令和7年11月18日
会　場  ニューサンピア敦賀　若狭の間
出席者  役員会 33名／記念講演会 67名
演　題  美の力で人々を幸せにする　
　　　　～人間力×表現が、ウェルビーイングへの第一歩～
講　師  株式会社 Radiance　代表取締役　金ヶ江 悦子 氏

講演会終了後、金ヶ江氏と

役員会の様子 講演会の様子

今年のふれあい研修は、天候にも恵まれ清々しい秋晴れの
なか、閉幕直前の大阪・関西万博へ向かいました。バスを降
りると各国の旗が掲げられたゲートが見え、大勢の来場者で
高揚感に包まれ、入場前から盛り上がりを感じました。

まずは、参加者全員で、アンモナイトの「螺旋形状」をし
た建物のパソナ館へ！ パソナ館では、iPS心筋シートの技術
を活用して作られたiPS心臓が、培養液中で拍動する様子は
とても興味深く、生命進化と未来を体験することができまし
た。また、メインショーのiPS心臓でブラックジャックがア
トムを救うストーリーは圧巻で世界観に引き込まれました。
パソナグループは、このパソナ館とオランダ館のパビリオン
を、本社がある兵庫県の淡路島に移設するとのことでした。

その後は、自由にパビリオン見学やシンボルである大屋根
リングへと向かい、異国の想いとこの先続く未来を感じるこ
とが出来た一日になりました。

参加者の声
●万博はいろいろな国を身近に感じられて楽し

かったです。
●大変混んでいましたが、パソナパビリオンに

入場でき良い経験となりました。

講師　金ヶ江 悦子 氏
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働き盛り世代の健康づくり
手軽にできる健康管理！

第41回法人会全国大会「高知大会」
に、当会から家髙会長が参加しまし
た。式典は、高知県法人会連合会　山
元会長の開会の辞にて始まり、税制改正提言の報告、昨
年度「法人会全国青年の集い福井大会」で最優秀賞を受
賞した租税教育活動等の事例発表がおこなわれました。

開催日  令和7年10月16日
会　場  高知県立県民文化ホール
参加者  全国から1600名

主催：（公財）全国法人会総連合

第４１回
法人会全国大会高知大会

諸会議等諸会議等
開催報告開催報告
令和7年

8月1日～12月31日
敦賀法人会関係

 8 月20日 (青年部)8月度役員会
 8 月27日 会報誌「ほうじんつるが№97」発行
 9 月19日 (青年部)親睦交流会
10月 9 日 会員ふれあい研修(大阪)
10月20日 第2回組織委員会
11月18日 11月度役員会・税を考える週間 記念講演会

福井県法人会連合会主催の会員増強キャンペーン
（10・11月）にあわせ、敦賀法人会の組織委員会を開催
しました。キャンペーン内容の確認と会員増強のための
情報を共有し、２ヶ月間
で 23 件のご入会いただ
きました。引き続き、税
に強い経営者の仲間を
増やしていきましょう。

美浜町日向の水中綱引きは、400年
近く続く伝統行事で国選択無形民俗文
化財に指定されており、毎年１月に執り
行われています。大昔、日向湖と若狭湾
を繋ぐ運河に大蛇が出現し、川を塞いで
しまったそうです。蛇は自分より大きい
ものを恐れる性質があることから、村人
が藁で大きな綱を造り運河に張って防い
だという言い伝えがあり、そこから縁起
の良い綱に少しでも触れようと引き合ったことから、1年の海上安全と豊漁を祈願す
る行事として今も脈々と集落で受け継がれています。
綱引き当日は、早朝に近くの稲荷神社に男衆が集まり、3時間ほどかけて直径約
30センチ、長さ約40メートルの大綱を編み上げ、運河に渡します。そして、鉢巻を
つけパンツ一枚姿の男衆が運河に架かる橋の上から掛け声とともに飛び込み、東西
に分かれて大綱を豪快に引きちぎります。
極寒の水中で掛け声とともに大綱を引きちぎる男衆の姿はとても迫力があり、毎
年多くの方が見物に来られます。

表　紙　の　紹　介 I n t r o d u c t i o n  o f  t h e  f r o n t  c o v e r

石丸 智恵 氏   敦賀市在住

Art Board Creation 
SOPHIA

チョークアーティスト福井県美浜町日向　水中綱引き

40歳を過ぎたら毎年1回大腸がん検診を受けましょう

大腸がんは男女ともに４０歳ごろからかかる人が増えていき、全国で
年間１５万人以上の方が新たに大腸がんにかかっています。また、２０２３
年には全国で５万人以上の方が大腸がんで亡くなっており、がんによる
死亡数のうち大腸がんによる死亡は女性では１位、男性では２位となっ
ています。
大腸がんは、早期に発見すれば治療しやすい病気です
が、早期のうちは自覚症状がほとんどありません。大腸
がん検診を正しく受診すれば、約９割の確率で見つける
ことができ、早期治療で９５％以上が治るとされています。

採取した２日分の便を提出し、便に血液
が混じっていないか調べる検査（便潜血検
査）です。自宅で便をと
るだけの簡単な検査で、
痛みも食事制限もあり
ません。

敦賀市健康推進課（健康センターはぴふる）　TEL.0770-25-5311（平日8：30〜17：15）

去る12月、県立美術館で開催されていた「大ど
ろぼうの家展」へ行って参りました。
正直なところ、この展示のポスターを見た時に

は、面白そうな気はするものの、内容の想像が出
来ませんでした。それならいっそ事前情報を入れ
ずに見に行こう、そう決めました。
実際に足を運ぶと、絵画、本、ゲーム、昭和の

品、県産品、博物館の貯蔵品と思われる物までが
ずらり。どこかで必ず誰かの琴線に触れる、けれ
ど実は共通性がないとも言える品々。
それが『大どろぼう達の留守中に、彼らの家にあ

るコレクションを覗き見る』とすることで統一され
ていて、コンセプトの上手さに揺さぶられました。
展示品も楽しみつつ『こ

ういう魅せ方もあるのか』
という新たな視点も得られ
た、見応えある展示でした。

　　どんな検査をするの？
がん死亡原因の女性１位 男性２位

対  　　象　　　　４０歳以上の敦賀市民
自己負担金　　　５００円（今年度４０歳の方、７０歳以上の方は無料）
①健康センターはぴふるにて、受診券と自己負担金をご用意
のうえ検査容器を受け取ってください。容器の受け取りは、
代理の方でも可能です。

※受診券がお手元にない方は、健康セ
ンターはぴふる（０７７０-２５-５３１１）
まで申し込みください。

　便潜血検査の結果が「要精密検査」や
「陽性（＋）」の場合は、必ず精密検査（全
大腸内視鏡検査）を受けてください。
　「痔があるから」「たまたまだろう」など
の自己判断は、大腸がんの早期発見を遅
らせる可能性があり大変危険です。必ず
精密検査を受診しましょう！

検診は受けた後が大事！

手軽にできる大腸がん検診を
受けてみよう！

あとは結果を
待つだけ！

美浜町 若狭町
※日程や申込期間はそれぞれ異なりますので
ご注意ください

美浜町・若狭町の方は
こちらから

開催日  令和7年10月20日
会　場  敦賀商工会館4階会議室
出席者  11名

主催：組織委員会
第２回 組織委員会

受彰者  中村 富美江 氏　 日　時   令和7年11月18日
役　職  （公社）敦賀法人会 女性部会 副部会長

令和7年度 敦賀税務署長納税表彰

今年度の大腸がん検診は

２月２７日まで！

②４日以内に２日分の便をとり、
検査容器を健康センターはぴ
ふるに提出してください。

　多年にわたり、団体の活動又は租税教育の活動を通じて、常に広い視野に立
ち、卓越した指導力と行動力により、納税道義の高揚と正しい税知識の普及に
顕著な功績を挙げるなど、申告納税制度の発展に多大な貢献
をされた方に贈られるもので、当会女性部会より副部会長 
中村富美江氏が表彰されました。誠におめでとうございます。
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今後の行事予定
T r a i n i n g  &  E v e n t

福井支社/敦賀営業所
福井県敦賀市中央町2丁目2番2号（グランドール敦賀3F）
TEL 0770-23-5443

福井支店
福井県福井市順化1-21-1（ニッセイ福井ビル5F）
TEL 0776-22-1552

時　間  13：30～14：30
会　場  蓬莱客館 あみや ２階
演　題  認知症　早期発見と予防について
講　師  玉井 久美子 氏

 （一社）福三会オレンジネットワーク　代表理事
 認知症早期発見　予防講座
 ステップアップ指導者養成講師　
申　込  メール【t-houjin@gaea.ocn.ne.jp】またはTEL
【0770-25-4700】にて。法人会会員様どなたでもご参加いただ
けますが、事前のお申し込みが必要です。
詳細はホームページをご覧ください。
女性部会員：FAXにて（詳細は郵送済
のご案内をご覧ください）
※女性部会員のみ12:00～昼食会がございます

認知症の早期発見と予防のための正しい知識についてお話
いただきます。 時　間  14：30～15：10  第16回定時総会

 15：30～17：00  記念講演会
 ※お時間は多少変更になる場合がございます

会　場   ニューサンピア敦賀 若狭の間
演　題  アートによる地域創生

～アートでよみがえった瀬戸内海、GO FOR 
KOGEIの事例を踏まえて～

講　師  秋元 雄史 氏
 GO FOR KOGEIアーティスティックディレクター
申　込  ４月以降郵送でご案内します

東京藝術大学名誉教授、金沢21世紀美術館特任東京藝術大学名誉教授、金沢21世紀美術館特任
館長、国立台南芸術大学栄誉教授、美術評論家。館長、国立台南芸術大学栄誉教授、美術評論家。
1955年東京生まれ。1955年東京生まれ。
東京藝術大学美術学部卒業。東京藝術大学美術学部卒業。
1991年から直島のアートプロジェクトに携わ1991年から直島のアートプロジェクトに携わ
る。地中美術館館長（2004–2006年）をはじめる。地中美術館館長（2004–2006年）をはじめ
金沢21世紀美術館館長（2007–2017年）、東京金沢21世紀美術館館長（2007–2017年）、東京
藝術大学大学美術館館長・教授（2015–2021藝術大学大学美術館館長・教授（2015–2021
年）、練馬区立美術館館長（2017–2023年）を歴任し、2021年から「GO 年）、練馬区立美術館館長（2017–2023年）を歴任し、2021年から「GO 
FOR KOGEI」の総合監修・キュレーターを務める。FOR KOGEI」の総合監修・キュレーターを務める。
主なプロジェクト・展覧会に、「スタンダード」「直島スタンダード２」主なプロジェクト・展覧会に、「スタンダード」「直島スタンダード２」
（直島）、｢第1–3回 金沢・世界工芸トリエンナーレ｣（金沢、草屯・台湾）、（直島）、｢第1–3回 金沢・世界工芸トリエンナーレ｣（金沢、草屯・台湾）、
｢工芸未来派｣（金沢、ニューヨーク・アメリカ）、など他多数。｢工芸未来派｣（金沢、ニューヨーク・アメリカ）、など他多数。
著書に『アート思考』（2019年、プレジデント社）など。著書に『アート思考』（2019年、プレジデント社）など。

講師経歴

メールアドレス
（申し込み）

敦賀法人会
ホームページ

講師経歴
看護師。敦賀市在住。「病院外で認知症の理解看護師。敦賀市在住。「病院外で認知症の理解
を促進させ、患者や家族を助けたい」との思いを促進させ、患者や家族を助けたい」との思い
から三方町 (現若狭町 )の保健センターに就職。から三方町 (現若狭町 )の保健センターに就職。
2005年認知症の正しい知識を伝えるキャラバ2005年認知症の正しい知識を伝えるキャラバ
ン・メイト1期生に着任し、20年間で510回のン・メイト1期生に着任し、20年間で510回の
講座を開催。2025年11月、認知症患者を支え講座を開催。2025年11月、認知症患者を支え
るサポーターの養成講座を精力的に行ってきるサポーターの養成講座を精力的に行ってき
た功績が認められ、全国キャラバン・メイトた功績が認められ、全国キャラバン・メイト
連絡協議会（東京）から表彰される。連絡協議会（東京）から表彰される。

新春研修会
主催：女性部会

第16回定時総会・
記念講演会
主催：総務委員会

6月10日 水2 月6日 金
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